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付記事項 備 考 

令和元年度 ○ 

平成 29 年度に実施した本評価における評価結果中に事実誤認があり、以下のとおり変更する。
なお、このことに伴う本評価における評価結果の判断に影響はない。 

変 更 前 変 更 後 

基準４－２－１ 
当該法科大学院における修了要件は、３年以

上在籍し、95単位以上を修得することとされて
いる。この場合において、教育上有益であると
の観点から、他の大学院等において履修した授
業科目について修得した単位を合計 12 単位を
超えない範囲で、当該法科大学院における授業
科目の履修により修得したものとみなすこと
ができるとされている。当該法科大学院におい
て必要とされる法学の基礎的な学識を有する
と認める者（法学既修者）については、１年を
超えない範囲で当該法科大学院が認める期間
在学し、他の大学院等において履修した授業科
目について修得した単位と合わせて、30 単位を
超えない範囲で当該法科大学院が認める単位
を修得したものとみなすこととされている。各
科目の修了要件単位数は、法律基本科目のうち
公法系科目 11単位、民事系科目 33単位、刑事
系科目 14 単位、法律実務基礎科目 12 単位以
上、基礎法学・隣接科目４単位以上、展開・先
端科目 12 単位以上を修得することとされてい
る。修了要件単位数全体に対する法律基本科目
以外の科目に関する修了要件単位数について
は、法律基本科目以外の科目から 34 単位以上
を修得することとされており、31単位以上の修
得が確保されている。 

基準４－２－１ 
当該法科大学院における修了要件は、３年以

上在籍し、95単位以上を修得することとされて
いる。この場合において、教育上有益であると
の観点から、他の大学院等において履修した授
業科目について修得した単位を合計 12 単位を
超えない範囲で、当該法科大学院における授業
科目の履修により修得したものとみなすこと
ができるとされている。当該法科大学院におい
て必要とされる法学の基礎的な学識を有する
と認める者（法学既修者）については、１年を
超えない範囲で当該法科大学院が認める期間
在学し、他の大学院等において履修した授業科
目について修得した単位と合わせて、30 単位を
超えない範囲で当該法科大学院が認める単位
を修得したものとみなすこととされている。各
科目の修了要件単位数は、法律基本科目のうち
公法系科目 11単位、民事系科目 33単位、刑事
系科目 14 単位、法律実務基礎科目 12 単位以
上、基礎法学・隣接科目４単位以上、展開・先
端科目 12 単位以上を修得することとされてい
る。修了要件単位数全体に対する法律基本科目
以外の科目に関する修了要件単位数について
は、法律基本科目以外の科目から 35 単位以上
を修得することとされており、31単位以上の修
得が確保されている。 

 

 
下線部が変更
となった部分 

 


